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1　　はじめに

は
じ
め
に

木
の
文
化
が
古
来
よ
り
わ
が
国
の
文
化
に
溶
け
込
み
栄
え
て
き
た
こ
と
を
、
遺
跡
と
木
製
品
、
仏
像
の
木
、
古
建
築
の
木
の

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
分
担
執
筆
し
た
『
木
の
文
化
と
科
学
』（
海
青
社
、
二
〇
〇
八
）に
続
い
て
、
木
の
文
化
に
関
わ
る
主

要
な
樹
木
に
つ
い
て
の
諸
性
質
を
書
き
ま
と
め
た
。

わ
が
国
は
国
土
が
狭
い
わ
り
に
は
植
物
の
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
温
暖
多
湿
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
樹
木

の
種
類
は
一
〇
〇
〇
種
を
遥
か
に
超
え
る
。
針
葉
樹
、
広
葉
樹
、
つ
る
植
物
な
ど
様
々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
特
有
の
樹
形
が

あ
り
、
葉
や
幹
の
形
態
が
あ
り
、
花
や
実
の
色
や
大
き
さ
も
異
な
る
。
ま
た
、
木
材
に
は
重
硬
な
も
の
も
あ
れ
ば
、
軽
軟
な
も

の
も
あ
り
、
材
色
も
黒
ず
ん
だ
も
の
か
ら
、
白
っ
ぽ
い
も
の
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。
わ
が
国
の
先
人
た
ち
は
、
古
来
よ
り
日

常
生
活
に
様
々
な
樹
木
を
適
材
適
所
に
利
用
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
寺
院
な
ど
の
建
築
材
と
し
て
強
度
の
大
き
い

ヒ
ノ
キ
・
マ
ツ
・
ケ
ヤ
キ
が
用
い
ら
れ
、
木
彫
像
と
し
て
柔
ら
か
さ
や
強
さ
を
表
現
す
る
た
め
に
ヒ
ノ
キ
、
カ
ヤ
や
ク
ス
ノ
キ

が
用
い
ら
れ
、
家
具
や
器
具
に
は
キ
リ
を
は
じ
め
、
カ
エ
デ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、
ク
リ
、
ク
ワ
な
ど
多
く
の
樹
種
が
利
用

さ
れ
て
き
た
。
樹
皮
は
和
紙
の
原
料
に
あ
る
い
は
生
薬
や
屋
根
葺
き
材
料
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
古
典
や
文
献
の
記
録
に

加
え
て
、
現
存
の
古
建
築
や
木
彫
像
の
調
査
な
ら
び
に
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
き
て
い
る
。

本
書
で
は
、
読
者
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
樹
種
を
任
意
に
か
つ
容
易
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
五
十
音
順
に
樹
木
名
を
配
列
し

た
。
さ
ら
に
、
各
樹
種
名
の
下
欄
に
用
途
を
明
示
し
た
絵
入
り
の
表
を
目
次
代
わ
り
に
用
意
し
、
用
途
ご
と
に
読
み
た
い
樹
木

名
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
も
配
慮
し
た
。
目
次
に
表
れ
て
い
る
樹
木
数
は
九
十
二
種
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
複

数
種
を
含
む
カ
シ
や
ニ
レ
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
名
を
用
い
て
お
り
、
さ
ら
に
、
各
項
目
の
記
載
の
と
こ
ろ
で
、
関
連
す
る
樹
木

名
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
本
書
で
扱
っ
た
樹
木
の
種
類
は
優
に
一
〇
〇
種

を
超
え
る
。

こ
れ
ま
で
に
類
似
の
書
物
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
樹
木
学
に
基
づ
い
た
花
、
葉
、
実
に
関
す
る
詳
細
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な
記
載
に
留
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
本
書
で
は
そ
れ
ら
樹
木
学
に
関
わ
る
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
最
低
限
記
載
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
以
外
に
材
面
の
文
様
や
材
の
諸
性
質
お
よ
び
そ
の
利
用
例
、
樹
皮
の
形
状
や
そ
の
利
用
例
な
ど
に
つ
い
て
も
多

く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
。
特
に
、
木
材
の
用
途
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
て
記
載
さ
れ
た
啓
蒙
書
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、

紙
面
の
許
す
限
り
書
き
と
め
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

こ
の
よ
う
に
樹
木
の
性
質
や
用
途
の
重
要
性
を
勘
案
し
て
選
び
出
さ
れ
た
樹
種
に
つ
き
五
名
で
分
担
執
筆
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
個
々
人
の
個
性
が
文
章
に
表
れ
て
、
全
体
的
な
統
一
が
あ
る
い
は
十
分
で
な
い
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
樹
木
の
性
質
や
用
途
に
つ
い
て
重
要
な
点
は
網
羅
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
わ
が
国
の
木
の
文
化
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
主
要
な
樹
木
の
諸
性
質
に
つ
い
て
、
筆
者
ら
の
知
識
の
及
ぶ
範
囲
で
書
き
と
め
た
。
樹
木
の
個
々
の
性
質
や
用
途
を
示

す
カ
ラ
ー
写
真
に
つ
い
て
は
、
各
執
筆
者
が
自
ら
撮
影
あ
る
い
は
収
集
し
、
紙
面
の
随
所
に
配
置
さ
せ
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る

よ
う
に
配
慮
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
目
で
見
て
楽
し
め
る
樹
木
誌
と
で
も
言
え
る
よ
う
な
内
容
を
も
併
せ
持
っ
て
い
る
と
も
言
え

る
。
本
書
が
多
少
な
り
と
も
木
の
文
化
の
理
解
の
助
け
に
な
る
な
ら
ば
筆
者
ら
の
望
外
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
本
書
の
出
版
を
快
諾
い
た
だ
き
、
カ
ラ
ー
写
真
の
採
択
・
配
列
に
格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
海
青
社
の

宮
内
久
氏
な
ら
び
に
同
編
集
部
の
福
井
将
人
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
　

第
2
版
の
出
版
に
あ
た
り

初
版
を
二
〇
一
一
年
に
出
版
し
て
以
来
八
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
年
号
が
令
和
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
記
載
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
め
て
読
み
直
し
た
と
こ
ろ
部
分
的
に
修
正
し
た
方
が
読
者
の
方
に
よ
り

正
し
い
情
報
を
提
供
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
箇
所
も
あ
り
、
こ
の
機
会
に
若
干
加
筆
修
正
し
た
。
な
お
、
八
年
の
間
に
分
類
学

が
進
展
し
、
本
書
で
用
い
て
い
る
学
名
・
和
名
の
一
部
が
異
な
る
表
記
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
樹
種
も
あ
る
が
、
本
書

は
既
往
の
分
類
基
準
に
の
っ
と
っ
て
全
体
の
記
述
が
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
、
第
2
版
に
お
い
て
も
初
版
と
同
様
に
樹
木
の
学

名
等
は
旧
版
の
「
日
本
の
野
生
植
物
」（
平
凡
社
）に
準
拠
し
た
。
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は
じ
め
に

1

ア
カ
マ
ツ
・
ク
ロ
マ
ツ

8

年
中
行
事
、
燃
料
、
た
い
ま
つ

ア
ケ
ビ
・
マ
タ
タ
ビ
・
サ
ル
ナ
シ

14

土
木

ア
コ
ウ
・
ガ
ジ
ュ
マ
ル

16

防
風
林

ア
ス
ナ
ロ
・
ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ

18

イ
ス
ノ
キ

22

灰
を
釉
薬

イ
チ
イ

24

イ
チ
ョ
ウ

26

イ
ヌ
マ
キ

30

イ
ボ
タ
ノ
キ

32

虫
蝋

ウ
ツ
ギ
類 

（
ウ
ツ
ギ
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
）

34

樹
皮
か
ら
接
着
剤

ウ　

メ

36

ウ
ル
シ

38

塗
装
剤
、
木
蝋

エ
ゾ
マ
ツ
・
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ

42

エ
ノ
キ

46

エ
ン
ジ
ュ
・
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

48

オ
ニ
グ
ル
ミ

50

実
を
染
料
や
研
磨
剤

カ
エ
デ

54

カ
キ
ノ
キ

58

塗
料

カ
シ
類 

（
ア
カ
ガ
シ
・
シ
ラ
カ
シ
・
ウ
バ
メ
ガ
シ
）

62

燃
料
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カ
ツ
ラ

66

カ
バ
ノ
キ

68

樹
皮
を
燃
料

カ　

ヤ

72

カ
ラ
マ
ツ

74

土
木

キ
ハ
ダ

78

キ　

リ

80

花
や
葉
の
形
を
紋
章

ク
ス
ノ
キ

84

文
化
財
、
防
虫
剤

ク　

リ

88

土
木

ケ
ヤ
キ

92

文
化
財

コ
ウ
ゾ
・
ガ
ン
ピ
・
ミ
ツ
マ
タ 
96

コ
ウ
ヤ
マ
キ

102

文
化
財

ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

106

サ
カ
キ
類 （
サ
カ
キ
・
ヒ
サ
カ
キ
）

110

神
事
、
灰
を
媒
染
剤

サ
ク
ラ

112

樹
皮
を
保
護
材

サ
ワ
ラ

116

サ
ン
シ
ョ
ウ

118

シ
イ
類 

（
ス
ダ
ジ
イ
・
マ
テ
バ
シ
イ
）

120

ほ
だ
木

シ
キ
ミ

122

仏
事

シ
デ
類
・
ア
サ
ダ

124

シ
ナ
ノ
キ

126

ス　

ギ

128

樹
皮
を
屋
根

ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ

134

5　　目　　次



建築材

家具・器具材

緑化・鑑賞

飲食用

成分利用

繊維利用

その他

セ
ン
ダ
ン

136

タ
ブ
ノ
キ

138

樹
皮
を
線
香
原
料

タ
ラ
ノ
キ
・
ハ
リ
ギ
リ

140

チ
ャ
ノ
キ

144

採
油

ツ　

ガ

146

ツ　

ゲ

148

ツ
ツ
ジ
類 （
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
・
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
）
150

ト
ガ
サ
ワ
ラ

152

ト
チ
ノ
キ

154

ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
・
ヤ
マ
ナ
ラ
シ

156

ナ
ナ
カ
マ
ド

158

ナ
ラ
類

160

燃
料
、
ほ
だ
木
、
葉
を
包
装
材

ナ
ン
テ
ン

164

ニ
ガ
キ

166

ニ
レ
類

168

ネ
ズ
コ

170

ネ
ム
ノ
キ

172

ハ
ゼ
ノ
キ
・
ヌ
ル
デ
・
他
の
ウ
ル
シ
科
樹
木

174

木
蝋

ハ
ン
ノ
キ

178

肥
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図２　柳杉の葉の形状（中国浙江省天目山）　日本産のス
ギより内側に強く湾曲するといわれる

図１　スギの材面（板目）　木目が通直で割りやすく、軽
量で加工も容易で古来より多様な用途に用いられる

ス
　
ギ

学
名 Cryptom

eria japonica 

（L. fil.

） D
. D

on  

漢
字 

杉  

中
国
名 

日
本
柳
杉  

英
名 Japanese 

cedar

ス
ギ
は
、
ス
ギ
科
ス
ギ
属
の
常
緑
針
葉
樹
で
、
樹
高
四
〇
ｍ
、
直
径
二
～
五
ｍ
に
達
す
る
。

樹
冠
は
楕
円
状
円
錐
形
で
、
老
木
に
な
る
と
先
端
が
丸
み
を
帯
び
る
。
大
き
い
も
の
は
高
さ

六
五
ｍ
、
直
径
六
・
五
ｍ
に
達
し
、
屋
久
島
に
は
推
定
樹
齢
三
〇
〇
〇
年
を
超
え
る
も
の
が
生

育
し
て
い
る
。
ス
ギ
の
和
名
の
由
来
に
は
、
①
す
く
す
く
と
成
長
す
る
木
、
②
ス
グ（
直
）な

木
、
ま
た
は
、
ス
ナ
ヲ
キ（
直
木
）の
転
じ
た
も
の
、
③
上
へ
進
み
の
ぼ
る
木
で
あ
る
こ
と
か
ら

ス
ス
ミ
キ（
進
木
）の
意
味
で
あ
る
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
学
名
で
、cryptos

は
「
隠
れ
た
」、

m
eris
は
「
部
分
」
を
意
味
す
る
が
、
全
体
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
ス
ギ
属
は
、
わ
が
国
と

中
国
大
陸
に
一
種
ず
つ
分
布
し
、
わ
が
国
に
は
ス
ギ
一
種
の
み
生
育
し
て
い
る
。
中
国
の
種
類

は
柳
杉（C. fortunei

）と
名
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
葉
の
形
態
は
日
本
産
の
ス
ギ
と
酷
似
し
て
い

る（
図
２
）。
違
い
は
柳
杉
で
は
針
葉
が
内
側
に
湾
曲
し
て
い
る
の
に
対
し
て
日
本
の
ス
ギ
は
湾

曲
度
が
少
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
こ
と
に
あ
る
と
中
国
の
樹
木
学
者
か

ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
筆
者
が
見
比
べ
た
範
囲
で
は
余
り
違
い
が
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

森
林
総
合
研
究
所
で
も
日
本
産
の
ス
ギ
と
中
国
産
の
ス
ギ（
柳
杉
）の
比
較
の
た
め
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ

Ａ
上
の
四
領
域
の
シ
ー
ケ
ン
ス
を
使
っ
て
調
べ
ら
れ
た
が
、
両
者
の
塩
基
配
列
に
違
い
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
両
者
の
差
異
の
有
無
を
検
出
す
る
に
は
も
っ
と
多
く
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
領
域
の
シ
ー
ケ

ン
ス
を
解
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
時
点
で
は
両
者
は
限
り
な
く
近
い
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
中
国
で
い
う
「
杉
木
」（
中
国
語
読
み
で
は
サ
ン
ム
ウ
と
い
う
）はCunningham

ia

属
で
、
日
本
で
は
広
葉
杉（
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）属
の
こ
と
で
あ
る
の
で
混
乱
の
な
い
よ
う
に
さ
れ
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図３　スギの花粉（電子顕微鏡写真×1700）　早春（2 ～ 3 月）
に風が吹けば小麦粉を撒いたように花粉が飛散する

た
い
。

ス
ギ
は
日
本
の
造
林
面
積
の
四
〇
％
を
占
め
、
わ
が
国
の
樹
木
で
最
も
多
く
植
林
さ
れ
て
い

る
樹
種
で
あ
る
。
林
業
上
大
変
重
要
な
樹
種
で
あ
る
一
方
で
、
最
近
で
は
花
粉
症
の
元
に
な
る

木
と
い
う
こ
と
で
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
花
粉
を
余
り
生
産
し
な
い
ス
ギ
の
木
の
育
成
試
験
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る（
図
３
）。
ス
ギ
の
天
然
分
布
図
を
み
る
と
北
海
道
を
除
く
地
域
な
ら
ど
こ

に
で
も
生
え
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
日
本
海
側
に
分
布
が
偏
っ
て
い
る
。
主
な
天
然
ス
ギ
の
生

育
地
お
よ
び
遺
跡
出
土
材
や
埋
没
材
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
す
る
と
、
静
岡
県
に
所
在
す
る
遺
跡

か
ら
ス
ギ
の
木
製
品
が
多
く
出
土
す
る
例
を
除
い
て
は
太
平
洋
側
の
遺
跡
に
は
少
な
く
、
以
下

の
よ
う
に
日
本
海
側
の
各
地
に
多
く
ス
ギ
が
出
土
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
新
潟
県（
千
種
遺

跡
、
弥
生
の
ス
ギ
）、
富
山
県（
杉
沢
、
泊
町
大
屋
海
岸（
一
五
〇
〇
年
前
の
ス
ギ
材
）、
魚
津

（
二
〇
〇
〇
年
前
の
埋
没
ス
ギ
林
））、
滋
賀
県（
余
呉
湖
周
辺
、
赤
野
井
湾
遺
跡
、
小
津
浜
遺

跡
）、
京
都
府（
古
殿
遺
跡
）、
兵
庫
県（
袴
狭
遺
跡
：
六
五
一
点
中
三
一
六
点
、
入
佐
川
遺
跡
：

三
六
八
点
中
二
三
七
点
）、
鳥
取
県（
沖
ノ
山
）、
島
根
県（
五
反
配
遺
跡
：
一
一
六
点
中
八
〇

点
）。
こ
の
ほ
か
に
、
現
生
で
は
秋
田
県（
秋
田
杉
）、
山
形
県（
羽
黒
山
）、
栃
木
県（
日
光
）、

京
都
の
芦
生
な
ど
が
ス
ギ
の
生
育
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
日
本
海
側
が
ス

ギ
の
ベ
ル
ト
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ス
ギ
は
成
長
が
早
い
こ
と
も
あ
り
、
ス
ギ

の
適
潤
地
が
多
く
人
工
造
林
が
盛
ん
に
な
り
、
日
本
の
各
地
に
ス
ギ
の
林
業
地
が
発
展
し
て
き

た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
京
都
に
は
北
山
林
業
が
あ
る
。
紅
葉
で
有
名
な
高
雄
の
地
を
さ
ら

に
奥
に
進
む
と
中
川
村（
古
く
は
中
河
村
）が
あ
る
が
、
こ
の
付
近
一
帯
が
北
山
林
業
の
盛
ん
な

地
域
だ
。
こ
の
村
の
山
沿
い
の
道
の
両
側
に
は
見
事
に
枝
打
ち
さ
れ
た
ス
ギ
の
木
が
林
立
す
る

姿
が
楽
し
め
る
。
北
山
林
業
は
和
風
建
築
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
床
柱
や
桁
、
垂
木
な
ど

の
磨
き
丸
太
を
生
産
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
る
。
丸
太
仕
立
て
と
、
台
杉
仕
立
て
と
が
あ
る

が
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
台
杉
仕
立
て
は
衰
退
し
、
昨
今
で
は
め
ず
ら
し
さ
が
受
け
て
庭
園
用

図４　スギの円盤（奈良文化財研究所所蔵）　辺材と心材
の区別が明瞭
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に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
台
杉
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
苗
の
不
足
を
解
消
す
る
一
方
法
と
し
て

始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
枝
打
ち
を
お
こ
な
う
と
き
に
、
幹
の
根
元
付
近
の
枝
を
切
ら
ず
に

次
世
代
用
に
残
し
て
お
く
。
磨
き
丸
太
用
に
主
幹
を
伐
採
す
る
と
、
翌
年
以
降
に
は
残
し
て
お

い
た
枝
が
大
き
く
な
り
、
い
ず
れ
磨
き
丸
太
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

ス
ギ
は
銘
木
と
し
て
日
本
建
築
の
床
の
間
を
飾
る
床
柱
、
落
掛
、
天
井
板
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
お
り
、
秋
田
杉
、
北
山
杉
、
春
日
杉
、
霧
島
杉
、
薩
摩
杉
、
吉
野
杉
、
屋
久
杉
な
ど
と
呼
ば

れ
、
珍
重
さ
れ
て
い
る
。
ス
ギ
材
は
、
年
輪
が
く
っ
き
り
目
立
ち
、
板
に
挽
く
と
し
ば
し
ば
竹

の
子
杢
や
笹
杢
と
い
う
よ
う
な
装
飾
的
価
値
の
あ
る
木
目
パ
タ
ー
ン
を
示
す
。
屋
久
杉
の
よ
う

な
年
輪
の
緻
密
な
材
で
は
鶉

う
ず
ら

杢も
く

が
現
れ
、
木
工
の
職
人
さ
ん
た
ち
に
は
貴
重
な
材
料
を
提
供
す

る
。
ス
ギ
の
辺
材
は
淡
黄
褐
色
、
心
材
は
赤
褐
色
な
い
し
は
黒
褐
色
と
な
る（
図
４
）。
後
者
は

「
黒く

ろ

心し
ん

」
と
い
っ
て
商
品
価
値
は
下
が
る
が
、
強
度
は
赤
心
と
大
差
は
な
い
。
黒
心
は
枝
打
ち

や
病
虫
獣
害
に
よ
っ
て
で
き
る
場
合
が
あ
る
が
、
成
因
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
ス
ギ
の
樹

皮（
図
５
）は
縦
に
裂
け
目
が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
剥
皮
し
や
す
く
、
往
時
は
屋
根
葺
き

用
に
用
い
ら
れ
た
。
ス
ギ
材
は
独
特
の
香
気
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
後
述
の
よ
う
に
、
古

来
酒
樽
用
材
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

『
大
和
本
草
』
に
「
種
類
多
し
、
赤
白
あ
り
、
赤
杉
を
良
と
な
す
、
鬼
杉
あ
り
、
木
ね
じ
け
木

理
ゆ
が
み
て
あ
し
、
植
う
べ
か
ら
ず
、
日
本
に
昔
は
杉
を
マ
キ
と
云
、
マ
キ
の
戸
な
ど
云
、
杉

戸
な
り
、
凡
杉
は
美
材
な
り
、
柱
と
し
、
棺
に
作
り
、
土
に
埋
み
桶
と
し
水
を
入
て
久
し
く
腐

ら
ず
、
屋
を
つ
く
り
、
船
に
つ
く
り
、
帆
柱
と
し
、
器
を
製
す
、
甚
民
用
を
利
す
、
枝
を
正
二

月
に
挿
み
て
能
く
生
ず
れ
と
も
実
を
う
へ
た
る
が
正
直
に
美
材
と
な
る
に
し
か
ず
、
山
に
宜
し

く
黄
赤
土
に
宜
し
、
沙
土
に
よ
ろ
し
か
ら
ず
、
棺
に
作
る
に
は
赤
き
油
杉
を
用
ゆ
、
油
杉
の
香

臭
あ
る
を
酒
家
こ
れ
を
酒
中
に
投
じ
て
気
味
を
助
く
、
合
璧
事
類
に
倭
国
に
出
る
者
尤
佳
と
い

へ
り
、
本
草
に
時
珍
も
倭
国
に
出
づ
る
こ
と
を
云
へ
り
、
昔
日
本
よ
り
中
国
に
わ
た
り
し
に
や
」

図
５　

秋
田
杉　

赤
褐
色
な
い
し
暗
赤
褐
色
で
、
縦
に
長
く

裂
け
、
細
長
く
剥
げ
る

図
６　

清
酒
造
り
用
醪（
も
ろ
み
）樽（
京
都
市
、
月
桂
冠
大

倉
記
念
館
）
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（
上
原
敬
二
著
『
樹
木
大
図
説
』
か
ら
転
用
）と
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
往
時
は
ス
ギ
を
真ま

木き

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
や
戸
、
柱
、
棺
、
屋
根
、
帆
柱
、
器
な
ど
ス
ギ
の
様
々
な
用
途
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
先
述
の
よ
う
に
、
酒
樽
を
造
る
の
に
向
い
て
お
り
、
材
中
よ
り
あ
る
種
の
成
分

が
酒
中
に
浸
出
し
、
酒
の
香
気
を
増
す
と
い
わ
れ
る
。
酒
樽
は
今
で
こ
そ
規
模
が
縮
小
し
て
い

る
が
、
そ
の
製
造
工
程
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
意
味
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
樽
と
い
え
ば
ウ
イ
ス

キ
ー
か
ワ
イ
ン
な
ど
の
ナ
ラ
材
で
で
き
た
樽
が
連
想
さ
れ
る
が
、
わ
が
国
で
は
や
は
り
ス
ギ
材

で
で
き
た
清
酒
製
造
用
の
樽
が
主
流
だ（
図
６
、
醪

も
ろ
み

樽だ
る

）。
酵
母
に
麹
、
蒸
米
、
水
を
三
回
に
分

け
て
加
え
、
約
二
五
日
間
糖
化
と
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
を
さ
せ
る
い
わ
ゆ
る
「
醪
仕
込
み
」
に
使

わ
れ
る
の
が
醪
樽
で
、
某
酒
造
メ
ー
カ
ー
で
は
、
か
つ
て
、
直
径
一
八
〇
㎝
、
高
さ
一
九
〇
㎝

と
と
て
つ
も
な
く
巨
大
な
樽
が
用
い
ら
れ
た
。
ス
ギ
材
は
清
酒
に
木き

香が

と
色
調
と
を
与
え
か
つ

そ
れ
を
熟
成
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
の
で
清
酒
用
の
用
材
と
し
て
昔
か
ら
好
ま
れ
る
。そ
れ
ゆ
え
、

造
り
酒
屋
に
は
ス
ギ
玉
が
飾
ら
れ
る（
図
７
）。
清
酒
の
樽
の
側
板
を
束
ね
た
も
の
を
「
樽
丸
」

と
い
う
。
樽
丸
の
主
た
る
生
産
地
は
奈
良
県
の
吉
野
地
方
で
あ
る
。
樽
丸
の
最
も
優
れ
た
材
は

樹
齢
八
〇
～
一
〇
〇
年
、
胸
高
直
径
三
二
～
四
〇
㎝
の
も
の
が
用
い
ら
れ
る
。
伐
倒
し
た
ス
ギ

は
枝
葉
を
落
と
さ
ず
、
ま
ず
利
用
部
分
の
剥
皮
を
行
い
、
伐
採
部
分
の
元
口
を
切
り
株
の
上
に

乗
せ
て
葉
枯
れ
の
効
果
を
あ
げ注

１

、
か
つ
材
が
傷
つ
く
の
を
避
け
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
樽
丸

の
適
材
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。「
樽
丸
の
寸
法
は
四
斗
樽
が
標
準
で
、
四

斗
樽
の
側
板
す
な
わ
ち
本
丸
又
は
正

し
ょ
う

丸ま
る

と
称
せ
ら
れ
る
も
の
一
枚
は
、
長
さ
一
・
八
尺
、
幅
二

～
四
寸
、
厚
さ
五
分
位
、
樽
に
組
む
た
め
に
最
初
か
ら
年
輪
に
沿
っ
て
少
々
湾
曲
さ
せ
て
木
取

ら
れ
、
各
一
枚
に
少
な
く
と
も
二
す
じ
の
年
輪
が
全
通
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
。
本
丸

の
出
荷
は
四
斗
樽
六
個
分
宛
を
一
束
と
し
、
こ
れ
を
箍た

が

で
締
め
付
け
る
と
直
径
一
・
六
尺
く
ら

い
に
な
る
。
こ
の
一
束
は
だ
い
た
い
一
〇
〇
～
一
一
三
枚
、
延
幅
三
四
尺
位
で
あ
る（
佐
藤
彌

太
郎
監
修
『
ス
ギ
の
研
究
』
か
ら
転
用
）」。

図７　スギ玉（京都市、月桂冠大倉記念館）　もともと酒
屋が新酒ができたことを知らせるために吊るされた

図
８　

赤
杉
町
屋
行
灯　

京
指
物
の
老
舗
、
和
田
卯
製
の
和

風
照
明
具
。
秋
田
杉
と
美
濃
和
紙
の
使
用
に
こ
だ
わ
る
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『
大
和
本
草
』
に
も
一
部
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
ギ
は
古
来
よ
り
様
々
な
用
途
に
幅
広

く
用
い
ら
れ
て
き
て
お
り
、
丸
木
舟
の
用
材
と
し
て
適
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
日
本
書
紀
に

記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
丸
木
舟
以
外
の
船
舶
に
つ
い
て
も
ス
ギ
が
用
い
ら
れ
て
き

た
。
洋
船
に
は
チ
ー
ク
、
ケ
ヤ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ナ
ラ
な
ど
の
硬
く
て
丈
夫
な
材
が
用
い
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
和
船
は
洋
船
に
比
べ
て
小
型
で
あ
り
、
古
来
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
用
い
ら
れ
て

き
た
。
ス
ギ
が
最
も
広
く
用
い
ら
れ
た
の
は
建
築
用
材
と
し
て
で
あ
り
、
土
台
、
柱
、
桁
・
胴

差
、
梁
、
大
引
、
根
太
、
足
固
め
、
床
板
、
敷
居
、
鴨
居
、
長
押
、
天
井
板
、
竿
縁
、
縁
側
、

下
見
張
、
屋
根
板
、
建
具
材
な
ど
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
他
に
は
、
土
木
用
材
、
車

輌
用
材
、
容
器
、
包
装
用
材
、
漆
器
木
地
用
材
、
器
具
用
材（
下
駄
、
箸
、
折
箱
、
杷
柄
用
材

な
ど
）、
祭
祀
具
、
紡
織
具
、
食
事
具
、
田
下
駄
、
琴
な
ど
多
種
多
様
な
木
製
品
に
利
用
さ
れ

て
き
た
。
ス
ギ
皮
も
ヒ
ノ
キ
皮
と
同
様
に
屋
根
、
天
井
、
囲
い
壁
な
ど
に
広
く
用
い
ら
れ
て
き

た
。
表
面
を
火
で
あ
ぶ
っ
て
炭
化
さ
せ
た
ス
ギ
の
板
塀
は
子
供
の
頃
よ
く
見
か
け
手
に
と
げ
が

さ
さ
る
の
で
印
象
深
い
が
今
は
だ
ん
だ
ん
見
か
け
な
く
な
っ
て
い
る（
図
９
）。
こ
の
よ
う
に
ス
ギ
は
、
わ
が
国
の
歴
史
上
最
も
利
用

頻
度
の
高
い
木
材
で
あ
る
と
い
え
る
。

紙
面
の
残
り
で
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
の
ス
ギ
の
利
用
例
を
紹
介
し
た
い
。
京
都
の
中
心
部
近
く
に
、
京
指
物
と
し
て
の
歴
史
と

伝
統
の
あ
る
店
の
ひ
と
つ
に
和
田
卯（
屋
号
）が
あ
る
。
和
風
照
明
具
で
知
る
人
ぞ
知
る
お
店
で
あ
る（
図
８
）。
先
代
の
和
田
卯
吉
さ

ん
が
存
命
中
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
材
料
は
美
濃
和
紙
と
秋
田
杉
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。
何
故
吉
野
杉

な
ど
他
の
地
域
の
ス
ギ
で
は
だ
め
な
の
か
を
問
う
た
と
こ
ろ
秋
田
杉
は
材
色
が
赤
み
が
か
っ
て
い
て
美
し
く
、
脂
分
が
少
な
く
材
は

緻
密
で
加
工
し
や
す
い
と
い
う
。
ま
た
、
秋
田
に
行
く
と
大
館
に
伝
統
工
芸
の
一
つ
の
「
曲
げ
わ
っ
ぱ
」
が
あ
る
。
秋
田
杉
の
年
輪

が
緻
密
に
な
ら
ぶ
蓋
は
美
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
職
人
は
狭
い
年
輪
幅
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
。
同
じ
ス
ギ
で
も
職

人
は
木
材
の
わ
ず
か
な
違
い
に
こ
だ
わ
る
。
そ
こ
に
伝
統
工
芸
の
素
晴
ら
し
さ
、
秘
密
が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。      

（
伊
東
）

注
１
：
枝
葉
を
つ
け
た
ま
ま
林
地
に
放
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
材
中
に
あ
る
水
分
を
す
み
や
か
に
蒸
散
で
き
る
の
で
、
現
在
の
よ
う
に
人
工
乾
燥
技
術
が
発
達

す
る
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
て
き
た
。

図９　伝統的木造住宅に普通なスギの板塀（京都市、月
桂冠大倉記念館）
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北山杉（京都市中川村）　幹の高さの半分以上枝打ちされたスギが並ぶ。生育中に幹の回りに 15 cm く
らいの棒（木、プラスチック）を針金で巻きつけ、絞り目の出たしぼ丸太を生産するのに使われる
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図１　ミズナラの材面（柾目）　大きな放射組織が柾目面
で虎斑となって現れる

図
２　

ミ
ズ
ナ
ラ
の
実（
ド
ン
グ
リ
）　

コ
ナ
ラ
属
は
、
ド
ン

グ
リ
の
殻
斗
の
形
状
に
よ
り
コ
ナ
ラ
亜
属
と
ア
カ
ガ
シ
亜

属
に
大
別
さ
れ
る

ナ
ラ
類

学
名 Q

uercus spp.  

別
名 

ツ
ル
バ
ミ  

漢
字 

楢  

中
国
名 

栎（
類
）  

英
名 oak

（
類
）

ナ
ラ
は
、
ブ
ナ
科
コ
ナ
ラ
属
の
な
か
の
一
群
で
あ
る
。
コ
ナ
ラ
属
の
う
ち
落
葉
性
の
も
の
が

ナ
ラ（
楢
）と
呼
ば
れ
、
常
緑
性
の
も
の
は
カ
シ（
樫
）と
呼
ば
れ
る
。
落
葉
性
の
コ
ナ
ラ
属
樹
木

を
さ
ら
に
ナ
ラ
類
と
ク
ヌ
ギ
類
に
分
け
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ナ
ラ
類
を
落
葉
性
の
も

の
全
般
と
し
て
扱
う
。
植
物
学
的
に
は
、
殻か

く

斗と（
ド
ン
グ
リ
を
包
む
帽
子
状
の
部
分
）の
形
状
に

基
づ
き
、
コ
ナ
ラ
属
は
コ
ナ
ラ
亜
属
と
ア
カ
ガ
シ
亜
属
に
大
別
さ
れ
る（
図
２
）。
ナ
ラ
類
と
カ

シ
類
は
、
こ
の
分
類
学
的
な
区
分
に
か
な
り
一
致
す
る
が
、
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
備
長
炭
の
原
木
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
、
コ
ナ
ラ
亜
属
に
含
ま
れ
る
が
、
常
緑

性
な
の
で
カ
シ
類
に
分
け
ら
れ
る（
カ
シ
類
の
項
を
参
照
）。

日
本
に
自
生
す
る
ナ
ラ
類
に
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ（Q

. crispula 

図
２
、 

３
）、
コ
ナ
ラ

（Q
. serrata

）、
カ
シ
ワ（Q

. dentata

図
４
）、
ナ
ラ
ガ
シ
ワ（Q

. aliena

）、
ク
ヌ
ギ（Q

. 
acutissim

a
）、
ア
ベ
マ
キ（Q

. variabilis

）が
あ
る
。
大
き
さ
は
、
最
も
大
き
く
な
る
ミ
ズ
ナ

ラ
で
高
さ
三
〇
ｍ
、
直
径
一
ｍ
に
達
し
、
他
の
五
種
は
そ
れ
よ
り
も
小
ぶ
り
で
あ
る
。
ミ
ズ
ナ

ラ
は
、
ブ
ナ
と
並
ん
で
日
本
の
落
葉
広
葉
樹
林
を
代
表
す
る
樹
種
で
、
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、

九
州
の
ほ
か
、
樺
太
や
南
千
島
、
朝
鮮
半
島
に
分
布
す
る
。コ
ナ
ラ
は
、
北
海
道（
南
部
）、
本
州
、

四
国
、
九
州
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
に
分
布
し
、
日
当
た
り
の
よ
い
山
野
に
見
ら
れ
る
。
カ
シ
ワ

は
、
北
海
道
、
本
州
、
四
国
、
九
州
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
、
台
湾
に
分
布
し
、
海
岸
な

ど
で
純
林
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
る（
図
４
）。
カ
シ
ワ
は
天
然
下
で
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
と
雑
種

を
つ
く
り
や
す
く
、
そ
の
雑
種
は
カ
シ
ワ
モ
ド
キ
と
呼
ば
れ
る
。
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
、
ク
ヌ
ギ
、
ア

ベ
マ
キ
は
、
本
州（
北
限
は
山
形
～
秋
田
県
）、
四
国
、
九
州
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
、
中
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図
３　

ミ
ズ
ナ
ラ
の
成
木（
札
幌
市
、
円
山
）　

日
本
産
の
ナ

ラ
類
の
う
ち
最
も
大
き
く
な
る

国
、
東
南
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
。

ナ
ラ
の
葉
は
晩
秋
に
は
す
っ
か
り
枯
れ
る
が
、
落
ち
に
く
い（
図
４
）。
ナ
ラ
と
い
う
呼
称
は
、

枝
先
に
残
っ
た
枯
れ
葉
が
寒
風
に
揺
す
ら
れ
て
鳴
る（
ナ
ル
）こ
と
に
因
む
と
も
言
わ
れ
る
。
別

名
は
あ
ま
り
聞
か
な
い
が
、『
万
葉
集
』
な
ど
に
よ
く
出
て
く
る
「
つ
る
は
み（
つ
る
ば
み
）」
と

い
う
古
名
が
知
ら
れ
る
。

ナ
ラ
の
英
名
はoak

（
オ
ー
ク
）で
あ
る
。
英
和
辞
典
で
はoak

の
訳
語
と
し
て
カ
シ
だ
け
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、oak

は
ナ
ラ
類
も
含
む
コ
ナ
ラ
属
の
樹
種
全
般
に
対

す
る
呼
び
名
で
あ
る
。
従
っ
て
、
原
文
が
落
葉
性
のoak

を
述
べ
て
い
る
の
が
明
ら
か
な
場

合
に
は
、
ナ
ラ
と
訳
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
ナ
ラ
属
の
学
名
＝Q

uercus

の
語
源
に
つ
い
て
は
、

諸
説
あ
る
が
、
一
説
に
は
ケ
ル
ト
語
のquer

（
良
質
の
）quez

（
材
木
）に
由
来
す
る
と
言
わ
れ

る
。
こ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ナ
ラ
は
様
々
な
用
途
に
供
さ
れ
る
有
用
樹
で
あ
る
。

ナ
ラ
材
は
、
重
硬
且
つ
緻
密
で
、
強
度
が
高
い
。
木
目
は
明
瞭
で
、
幹
の
横
断
面
で
放
射
状

に
延
び
る
明
瞭
な
条
線
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
条
線
は
、
広
放
射
組
織（
ま

た
は
複
合
放
射
組
織
）と
呼
ば
れ
る
構
造
物
に
由
来
す
る
。
柾
目
面
で
は
、
こ
の
組
織
が
猛
獣

の
ト
ラ
の
体
表
に
似
た
縞
模
様
を
呈
す
る（
図
１
）。
こ
の
模
様
は
、
虎と

ら

斑ふ

あ
る
い
は
銀ぎ

ん

杢も
く

と
呼

ば
れ
、
珍
重
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
強
さ
と
装
飾
的
価
値
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ナ
ラ
材
は
床
材
や
家
具
材
と
し
て
古
く
か
ら
重
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対

し
て
日
本
で
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
が
雪
国
で
雪
橇
な
ど
特
殊
な
用
途
に
重
用
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代

ま
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
戦
後
に
な
り
、
欧
米
の
様
式
の
影
響
を
受
け
た
工
芸

家
に
使
わ
れ
は
じ
め
、
ナ
ラ
の
家
具
が
よ
く
調
和
す
る
洋
式
の
住
宅
が
普
及
す
る
な
ど
生
活
様

式
の
変
化
も
あ
っ
て
、
家
具
や
床
板
、
内
装
の
高
級
材
と
し
て
お
馴
染
み
に
な
っ
た
。

日
本
産
の
ナ
ラ
類
の
う
ち
用
材
と
し
て
最
も
多
用
さ
れ
る
の
は
ミ
ズ
ナ
ラ
で
あ
る
。
コ
ナ
ラ

も
ミ
ズ
ナ
ラ
に
混
じ
っ
て
取
引
さ
れ
る
が
、
他
の
樹
種
は
用
材
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て

図４　初冬のカシワ林（北海道早来町）　葉は枯れても落
ちにくい
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い
な
い
。
ま
た
、
近
世
の
近
畿
地
方
や
関
東
地
方
で
は
、
ク
ヌ
ギ
や
カ
シ
ワ
、
コ
ナ
ラ
が
大

都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
賄
う
の
に
不
可
欠
の
資
源
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ナ

ラ
類
は
、
火
持
ち
の
よ
い
薪
炭
材
で
あ
る
。
若
齢
の
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
は
、
伐
採
す
る
と
切

り
株
か
ら
ひ
こ
萌ば

え
が
次
々
と
生
じ
て
旺
盛
に
成
長
す
る
。
株
立
ち
し
た
ナ
ラ
は
、
太
さ
の

揃
っ
た
扱
い
や
す
い
薪
に
な
る
。
江
戸
の
郊
外
で
は
一
〇
～
一
五
年
サ
イ
ク
ル
で
ナ
ラ
林
か

ら
幹
が
収
穫
さ
れ
、
燃
料
と
し
て
流
通
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
株
立
ち
し
た
幹
は
、

キ
ノ
コ
栽
培
の
榾ほ

だ

木
に
も
絶
好
で
、
シ
イ
タ
ケ
の
露
地
栽
培
に
重
用
さ
れ
る（
図
５
）。

ナ
ラ
材
な
ら
で
は
の
用
途
と
し
て
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
樽
が
あ
る（
図
６
）。
ウ
イ
ス
キ
ー
樽

に
要
求
さ
れ
る
性
能
は
、
丈
夫
さ
と
と
も
に
、
液
漏
れ
の
し
に
く
さ
で
あ
る
。
生
き
た
ナ
ラ

の
幹
内
部
で
は
、
根
か
ら
吸
い
上
げ
た
水
を
葉
ま
で
運
ぶ
道
管
と
い
う
パ
イ
プ
状
の
組
織

が
、
水
を
運
ぶ
機
能
を
失
う
と
、
隣
接
す
る
生
き
た
細
胞
が
産
生
す
る
チ
ロ
ー
ス
と
い
う
構

造
物
に
閉
塞
さ
れ
る
た
め
、
透
水
性
が
著
し
く
低
下
す
る
。
さ
ら
に
、
ナ
ラ
材
に
は
ウ
イ
ス

キ
ー
の
味
、
香
り
、
色
を
醸
成
す
る
の
に
不
可
欠
の
成
分
が
含
ま
れ
る
。
昔
か
ら
ス
コ
ッ
チ

ウ
イ
ス
キ
ー
の
醸
造
家
や
ブ
レ
ン
ダ
ー
の
間
で
は
、「
三
年
寝
か
せ
て
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
い

う
金
言
が
伝
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
に
は
樽
詰
め
し
て
か
ら
三
年
目
に
な
る
と
樽
材
か
ら

の
溶
出
成
分
が
一
気
に
増
え
る
こ
と
が
科
学
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
ホ
ワ

イ
ト
オ
ー
ク
と
総
称
さ
れ
る
米
国
産
の
ナ
ラ
材
が
多
用
さ
れ
る
が
、
国
産
の
ミ
ズ
ナ
ラ
製
の

樽
で
熟
成
さ
せ
た
ウ
イ
ス
キ
ー
も
本
場
英
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
樽
の
製
作
に
は
、

無
節
で
木
目
の
通
っ
た
良
質
な
原
木
と
と
も
に
、
高
度
な
木
工
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

ナ
ラ
類
の
樹
皮
や
実
に
含
ま
れ
る
タ
ン
ニ
ン
は
、
媒
染
や
魚
網
の
防
腐
剤
に
使
わ
れ
、
工

業
的
に
抽
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
カ
シ
ワ
の
葉
は
、
現
在
で
も
柏
餅
の
包
み
と
し
て

馴
染
み
深
い
。
コ
ル
ク
質
が
よ
く
発
達
す
る
ア
ベ
マ
キ
の
樹
皮
は
、
第
二
次
大
戦
中
に
コ
ル

ク
の
輸
入
が
途
絶
え
た
と
き
に
代
用
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
）

図５  ミズナラの榾木から生じたシイタケ ナラの皮付き
小径丸太はシイタケの露地栽培に好適である

図６　ナラのウイスキー樽（北海道、ニッカウヰスキー
余市蒸留所）　製作には良質の材料と高度な木工技術
を要する
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ミズナラの大樹（札幌市、円山）　根を張りどっしりと生立する
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図２　ホオノキの花　白い大型の花弁が美しく、雌しべ
が雄しべに先立って成熟する

図１　ホオノキの材面（柾目）　軽軟で加工が容易であ
り、器具材などに使われる

ホ
オ
ノ
キ

学
名 M

agnolia obovata T
hunb.  

漢
字 

朴
、
厚
朴  

中
国
名 

日
本
厚
朴  

英
名 Japanese big leaf 

m
agnolia

ホ
オ
ノ
キ
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
分
布
す
る
ホ
オ
ノ
キ
科
ホ
オ
ノ
キ
属
の
落
葉
高
木
で

樹
高
三
〇
ｍ
、
直
径
一
ｍ
程
度
ま
で
成
長
す
る
。
同
じ
モ
ク
レ
ン
属
で
花
木
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
モ
ク
レ
ン（M

. quinquepeta

）や
コ
ブ
シ（M

. praecocissim
a

）、
タ
ム
シ
バ（M

. 
salicifolia

）よ
り
も
だ
い
ぶ
大
き
く
な
る
の
で
、
庭
木
に
す
る
場
合
は
考
慮
が
必
要
だ
ろ
う
。

モ
ク
レ
ン
や
コ
ブ
シ
は
開
葉
前
に
花
が
咲
き
全
木
が
彩
ら
れ
る
の
で
鮮
や
か
な
印
象
に
な
る

が
、
ホ
オ
ノ
キ
は
葉
が
開
い
た
後
に
開
花
す
る
の
で
緑
を
背
景
と
し
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に

な
る
。
花
は
白
色
で
直
径
約
一
五
㎝
と
非
常
に
大
型
で
か
つ
均
整
が
と
れ
て
お
り
、
風
格
を
感

じ
さ
せ
る（
図
２
）。
樹
皮
は
灰
白
色
で
ほ
ぼ
平
滑
で
あ
る
。
葉
は
日
本
産
樹
種
で
は
最
大
の
部

類
に
入
り
、
卵
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
で
長
さ
は
二
〇
～
四
〇
㎝
、
幅
一
〇
～
二
五
㎝
、
枝

先
に
集
ま
っ
て
互
生
す
る
。
非
常
に
大
き
い
の
で
木
の
葉
の
形
に
詳
し
く
な
い
人
で
も
憶
え
や

す
い（
図
３
）。
子
供
の
と
き
ホ
オ
ノ
キ
の
葉
で
お
面
を
作
っ
て
遊
ん
だ
人
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
花
後
に
は
小
さ
な
実
が
集
ま
っ
た
長
楕
円
形
の
集
合
果
を
つ
け
る
。
こ
の
実
を
鳥

が
食
べ
て
運
ぶ
こ
と
で
種
子
が
広
く
散
布
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
森
の
中
で
ホ
オ
ノ
キ
は
他
の

樹
種
に
混
じ
っ
て
一
本
だ
け
で
生
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
ホ
オ
ノ
キ
の
名
の
由
来
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
り
、
ホ
ウ
は
「
包
」
で
、
大
き
な
葉
に
食
物
を
包
む
こ
と
か
ら
と
か
、
大
き
な
冬

芽
を
つ
け
、
こ
れ
が
つ
ぼ
み
の
ま
ま
で
い
る
状
態
を
表
す
古
語
の
「
ほ
ほ
む（
含
む
）」
か
ら
な

ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。
属
名M

agnolia
は
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
学
者P. M

agnol

に
ち
な
み
、

obovata

は
倒
卵
形
の
意
で
葉
の
形
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
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図３　ホオノキの葉　日本産樹種中最大級の大きな葉は
お面遊びの材料にもなった

ホ
オ
ノ
キ
の
材
は
そ
の
比
重
が
約
〇
・
五
と
水
の
半
分
ほ
ど
し
か
な
く
木
材
と
し
て
は
比
較

的
軽
軟
で
、
切
削
や
加
工
が
き
わ
め
て
容
易
な
の
が
長
所
で
あ
る
。
そ
の
た
め
建
具
、
器
具
、

彫
刻
材
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
広
く
用
い
ら
れ
る
。
版
画
の
版
木
に
よ
く
使
わ
れ
た
の
で
、

自
分
で
そ
れ
と
知
ら
ず
手
に
し
た
人
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
以
前
は
下
駄
の
歯
用
材
と
し
て

人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
朴
歯
の
下
駄
と
マ
ン
ト
が
旧
制
高
校
生
の
衣
装
だ
っ

た
時
代
も
あ
り
、
現
在
で
も
応
援
団
の
伝
統
衣
装
と
し
て
朴
歯
の
下
駄
に
あ
こ
が
れ
る
学
生
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
日
本
刀
の
鞘
に
は
ホ
オ
ノ
キ
が
重
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
材
に
欠

点
や
狂
い
が
少
な
く
刃
先
を
痛
め
な
い
特
性
を
生
か
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
用
い
る
山

刀
タ
シ
ロ
の
鞘
に
ホ
オ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
の
も
同
じ
理
由
で
あ
る
。
加
え
て
タ
シ
ロ
の
鞘

に
は
ホ
オ
ノ
キ
の
切
削
性
の
良
さ
を
生
か
し
た
見
事
な
模
様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ホ
オ
ノ
キ
の
樹
皮
は
コ
ウ
ボ
ク（
厚
朴
）と
い
う
漢
方
薬
に
な
る
。
夏
の
土
用
の
こ
ろ
幹
と
枝

の
皮
を
は
ぎ
取
り
乾
燥
さ
せ
て
作
ら
れ
、
腹
部
の
膨
満
感
や
腹
痛
、
咳
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

一
方
、
コ
ブ
シ
や
タ
ム
シ
バ
の
場
合
は
開
花
す
る
前
の
つ
ぼ
み
が
使
わ
れ
、
こ
れ
を
シ
ン
イ（
辛

夷
）と
い
う
。
用
途
は
沈
静
、
頭
痛
の
鎮
痛
薬
、
鼻
炎
、
蓄
膿
症
で
あ
り
、
コ
ウ
ボ
ク
と
効
能

が
異
な
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。

ホ
オ
ノ
キ
の
葉
は
食
べ
物
を
包
む
こ
と
に
昔
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
田
植

え
の
時
や
端
午
の
節
句
に
ご
飯
や
餅
を
包
ん
で
食
べ
る
習
慣
が
あ
る
。
こ
れ
は
葉
が
大
き
く
て

食
べ
物
を
包
み
や
す
い
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
朴ほ

お

葉ば

の
さ
わ
や
か
な
香
り
が
食
欲

を
増
加
さ
せ
る
効
果
も
無
視
で
き
な
い
。
飛
騨
高
山
の
名
物
に
な
っ
て
い
る
朴
葉
味
噌
は
ホ
オ

ノ
キ
の
葉
の
上
に
味
噌
を
乗
せ
て
焼
き
そ
の
香
を
楽
し
む
も
の
で
あ
る
し
、
山
女
魚
な
ど
を

包
み
焼
き
に
す
る
と
素
材
に
朴
葉
の
匂
い
が
移
る
の
で
こ
れ
も
ま
た
お
つ
な
も
の
で
あ
る（
図

４
）。
山
中
で
ホ
オ
ノ
キ
を
見
つ
け
た
と
き
は
葉
を
持
ち
帰
っ
て
山
の
香
を
楽
し
ん
で
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
）

図４　鱒の朴葉包み焼き（宮崎県椎葉村）　朴葉の香りが
味を引き立てる
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説
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書
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）、
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社
、
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編
『
植
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、
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〇
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岡
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〇
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〇
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２
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築
集
成 

第
９
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〇
二

農
山
漁
村
文
化
協
会
『
果
樹
園
芸
大
百
科
』、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
〇
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か
た
・
買
い
方
・
使
い
方
』、
日
本
林
業
調
査
会
、
一
九
八
九

稲
本
正
『
森
の
博
物
館
』、
小
学
館
、
一
九
九
四
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内
山
康
夫
『
青
森
ひ
ば
物
語
』、
北
の
街
社
、
一
九
九
六

太
田
威
『
ブ
ナ
林
に
生
き
る　

山
人
の
四
季
』、
平
凡
社
、
一
九
九
四

大
場
秀
章
・
瀬
倉
正
克
『
シ
ー
ボ
ル
ト
日
本
植
物
誌
』（
本
文
覚
書
篇
）、
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
七

奥
田
實
・
木
原
浩（
写
真
）・
川
崎
哲
也（
解
説
）『
日
本
の
桜
』、
山
と
渓
谷
社
、
一
九
九
三

岡
部
敏
弘
ほ
か
『
青
森
ヒ
バ
の
不
思
議
』、
青
森
ヒ
バ
研
究
会（
弘
前
市
出
版
助
成
図
書
）、
一
九
九
〇

加
藤
定
彦
『
樽
と
ウ
イ
ス
キ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て
』、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
二
〇
〇
〇

岩
槻
邦
男
『
日
本
の
消
え
ゆ
く
植
物
た
ち
』、
研
成
社
、
二
〇
〇
七

萱
野
茂
『
ア
イ
ヌ
の
民
具
』、
す
ず
さ
わ
書
店
、
一
九
七
八

工
藤
岳
編
著
『
高
山
植
物
の
自
然
史
』、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇

倉
田
悟
『
樹
木
民
俗
誌
』、
地
球
社
、
一
九
七
五

倉
田
悟
『
植
物
と
民
俗
』、
地
球
出
版
、
一
九
六
三

小
林
義
雄
・
村
田
圭
司
・
石
井
勇
・
小
坂
立
夫
・
西
口
親
雄
『
松
図
鑑
』、
池
田
書
店
、
一
九
七
五

今
田
敬
一
『
北
海
道
樹
木
誌
』（
新
装
覆
刻
）、
沖
積
舎
、
一
九
八
一

佐
伯
浩
『
こ
の
木
な
ん
の
木
』、
海
青
社
、
一
九
九
三

佐
道
健
『
雅
び
の
木
』、
海
青
社
、
一
九
九
九

佐
道
健
『
木
へ
ん
を
読
む
』、
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
五

佐
野
藤
右
衛
門（
述
）・
小
田
豊
二（
聞
書
き
）『
櫻
よ
―
「
花
見
の
作
法
」
か
ら
「
木
の
こ
こ
ろ
ま
で
」』、
集
英
社
、
二
〇
〇
一

斎
藤
新
一
郎
『
オ
ン
コ
』、
北
海
道
新
聞
社
、
一
九
八
六

更
科
源
三
・
更
科
光
『
コ
タ
ン
生
物
記
Ⅰ
』（
樹
木
・
雑
草
扁
）、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六

俵
浩
三
『
北
海
道
の
自
然
保
護
―
そ
の
歴
史
と
思
想
』（
増
補
版
）、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
八
七

小
原
二
郎
『
日
本
人
と
木
の
文
化　

イ
ン
テ
リ
ア
の
源
流
』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
四

小
原
二
郎
『
木
の
文
化
』、
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
一
九
七
二

小
原
二
郎
『
木
の
文
化
を
さ
ぐ
る
』、
日
本
放
送
協
会
、
二
〇
〇
三

新
建
新
聞
社
編
『
ブ
ナ
・
楢
・
栗
』、
日
本
の
原
点
シ
リ
ー
ズ
・
木
の
文
化
、
新
建
新
聞
社
、
二
〇
〇
六

新
建
新
聞
社
編
『
松　

マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
』、
日
本
の
原
点
シ
リ
ー
ズ
・
木
の
文
化
、
新
建
新
聞
社
、
二
〇
〇
四

鈴
木
三
男
『
日
本
人
と
木
の
文
化
』、
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
二

武
田
久
吉
『
民
俗
と
植
物
』、
講
談
社
、
一
九
九
九

土
井
高
太
郎
「
徳
用
林
産
物
と
し
て
の
『
ツ
バ
キ
』」、
林
業
技
術
７
０
８
、一
二
～
一
五
頁
、
二
〇
〇
一

西
岡
直
樹
『
サ
ラ
ソ
ウ
ジ
ュ
の
木
の
下
で
―
イ
ン
ド
植
物
も
の
が
た
り
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
三
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西
口
親
雄
『
ブ
ナ
の
森
を
楽
し
む
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六

西
川
栄
明
『
北
の
木
と
語
る
』、
北
海
道
新
聞
社
、
二
〇
〇
一

前
川
文
夫
『
日
本
の
植
物
と
自
然
』、
八
坂
書
房
、
一
九
九
八

中
村
浩
『
植
物
名
の
由
来
』、
東
京
書
籍
、
一
九
八
〇

辻
井
達
一
『
日
本
の
樹
木　

都
市
化
社
会
の
生
態
誌
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五

遠
山
富
太
郎
『
ス
ギ
の
き
た
道
』、
中
公
新
書
、
一
九
七
六

日
本
木
材
学
会
『
木
と
日
本
人
の
暮
ら
し
』、
講
談
社
、
一
九
八
五

日
本
薬
学
会
『
薬
学
生
・
薬
剤
師
の
た
め
の
知
っ
て
お
き
た
い
生
薬
１
０
０
』、
東
京
化
学
同
人
、
二
〇
〇
四

能
城
修
一
「
ア
ジ
ア
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
日
本
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」、
森
林
技
術
７
６
９
、八
～
一
三
頁
、
二
〇
〇
六

深
津
正
・
小
林
義
雄
『
木
の
名
の
由
来
』、
東
京
書
籍
、
一
九
九
三

深
津
正
『
植
物
和
名
の
語
源
』、
八
坂
書
房
、
一
九
九
九

深
津
正
『
燈
用
植
物
』、
も
の
と
人
間
の
文
化
史
50
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
三

深
津
正
「
日
本
人
と
カ
ヤ
の
木
」、
林
業
技
術
11（
通
巻
６
４
８
）、
一
四
～
一
七
頁
、
一
九
九
六

福
岡
イ
ト
子
『
ア
イ
ヌ
植
物
誌
』、
草
風
館
、
一
九
九
五

北
國
新
聞
社
『
漆
は
ジ
ャ
パ
ン
で
あ
る
』、
時
鐘
社
、
二
〇
〇
八

朴
相
珍
『
朝
鮮
王
宮
の
樹
木
―
韓
国
み
ど
り
の
世
界
―
』、
世
界
書
院
、
二
〇
〇
五

牧
野
富
太
郎
『
植
物
一
日
一
題
』、
博
品
社
、
一
九
九
八

満
久
崇
麿
『
木
の
は
な
し
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
三

満
久
崇
麿
『
続
木
の
は
な
し
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五

満
久
崇
麿
『
仏
典
の
植
物
』、
八
坂
書
房
、
一
九
九
五

橅
上
杉
三
郎
「
キ
リ
は
燃
え
る
が
タ
ン
ス
は
燃
え
な
い
？
」『
木
の
１
０
０
不
思
議
』、
社
団
法
人
日
本
林
業
技
術
協
会
、
一
九
九
五

松
山
利
夫
『
木
の
実
』、
も
の
と
人
間
の
文
化
史
４
７
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二

山
田
浩
雄
「
ス
ダ
ジ
イ
と
コ
ジ
イ
」、
森
林
科
学
46
、
四
三
～
四
七
頁
、
二
〇
〇
六

山
本
紀
久
『
街
路
樹
』、
技
報
堂
出
版
、
一
九
九
八

四
柳
嘉
章
『
漆
』、
も
の
と
人
間
の
文
化
史
１
３
１
―
１
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
六

渡
辺
弘
之
『
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
が
熱
帯
林
を
救
う
』、
東
海
大
出
版
会
、
二
〇
〇
三

ケ
ネ
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ン
「
海
の
森
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
救
え
」、N

ational Geographic

日
本
語
版
13
、
三
六
～
五
五
頁
、
二
〇
〇
七

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
ガ
ン（
著
）・
山
下
篤
子（
訳
）『
ド
ン
グ
リ
と
文
明
』、
日
経
Ｂ
Ｐ
、
二
〇
〇
八

Russel, T
., Cutler, C., W

alters, M
.: T

rees of the W
orld. H

erm
es H

ous, 2006
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Y
ang, J.: T

rees and Shrubs. Random
 H

ouse A
ustralia, 1999

蘇
智
慧
「
昆
虫
と
植
物
が
作
る
生
態
系
の
基
盤
」、
生
命
誌
ジ
ャ
ー
ナ
ル
50
、
二
〇
〇
六[http://w

w
w

.brh.co.jp/seim
eishi/journal/no50.htm

l]
　
　

専
門
書
、
学
術
論
文
な
ど

浅
田
節
夫
・
佐
藤
大
七
郎
編
著
『
カ
ラ
マ
ツ
造
林
学
』、
農
林
出
版
、
一
九
八
一

池
田
勇
・
山
田
昌
彦
・
栗
原
昭
夫
・
西
田
光
夫
「
カ
キ
の
甘
渋
の
遺
伝
」、
園
芸
学
雑
誌
54
、
三
九
～
四
五
頁
、
一
九
八
五

市
川
健
夫
ほ
か
『
日
本
の
ブ
ナ
帯
文
化
』、
朝
倉
書
店
、
一
九
八
四

伊
東
隆
夫
「
遺
跡
に
見
る
カ
ヤ
の
木
の
利
用
」、
林
業
技
術
11（
通
巻
６
４
８
）、
一
二
～
一
三
頁
、
一
九
九
六

伊
東
隆
夫
・
島
地　

謙
「
古
代
に
お
け
る
建
造
物
柱
材
の
使
用
樹
種
」、
木
材
研
究
・
資
料
14
、
四
九
～
七
六
頁
、
一
九
七
九

内
海
泰
弘
ほ
か
「
宮
崎
県
椎
葉
村
大
河
内
集
落
に
お
け
る
植
物
の
伝
統
的
名
称
お
よ
び
そ
の
利
用
法
Ⅰ
、
高
木
」、
九
州
大
学
農
学
部
演
習
林
報
告
88
、

四
五
～
五
六
頁
、
二
〇
〇
七

内
海
泰
弘
ほ
か
「
宮
崎
県
椎
葉
村
大
河
内
集
落
に
お
け
る
植
物
の
伝
統
的
名
称
お
よ
び
そ
の
利
用
法
Ⅱ
、
低
木
」、
九
州
大
学
農
学
部
演
習
林
報
告
89
、

五
一
～
六
一
頁
、
二
〇
〇
八

梅
原
猛
ほ
か
『
ブ
ナ
帯
文
化
』、
思
索
社
、
一
九
八
五

尾
中
文
彦
「
古
墳
其
の
他
古
代
の
遺
跡
よ
り
発
掘
さ
れ
た
る
木
材
」、
木
材
保
存
7
巻
、
4
号
、
一
一
五
～
一
二
三
頁
、
一
九
三
九

緒
方
健
『
南
洋
材
の
識
別
』、
日
本
木
材
加
工
技
術
協
会
、
一
九
八
五

嘉
手
苅
幸
男
・
金
城
一
彦
・
屋
我
嗣
良
「
沖
縄
産
材
の
生
物
劣
化
抵
抗
性
」、
木
材
学
会
誌
50
、
四
〇
四
～
四
一
二 

頁
、
二
〇
〇
四

金
子
啓
明
・
岩
佐
光
晴
・
能
城
修
一
・
藤
井
智
之
「
日
本
古
代
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
―
７
・
８
世
紀
を
中
心
に
―
」、M

U
SEU

M

（
東
京

国
立
博
物
館
研
究
誌
）第
５
５
５
号
、
三
～
五
三
頁
、
一
九
九
八

亀
山
章
『
街
路
樹
の
緑
化
工
―
環
境
デ
ザ
イ
ン
と
管
理
技
術
―
』、
ソ
フ
ト
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
二
〇
〇
〇

菊
池
伸
一
「
輻
射
熱
を
受
け
た
木
材
の
着
火
温
度
」、
木
材
学
会
誌
50
、
三
七
～
四
二
頁
、
二
〇
〇
四

光
芸
出
版
『（
新
装
合
本
）漆
芸
事
典
』、
光
芸
出
版
、
二
〇
〇
四

小
林
義
雄
『
薬
用
樹
木
の
知
識
』、
林
業
科
学
技
術
振
興
所
、
一
九
八
四

佐
々
木
英
『
漆
芸
の
伝
統
技
法
』、
理
工
学
社
、
一
九
八
六

佐
藤
彌
太
郎
『
ス
ギ
の
研
究
』、
養
賢
堂
、
一
九
五
五

長
澤
武
『
植
物
民
俗
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一

仲
宗
根
平
男
・
小
田
一
幸
『
沖
縄
産
有
用
木
材
の
性
質
と
利
用
』、
琉
球
林
業
協
会
、
一
九
八
五

名
久
井
文
明
『
樹
皮
の
文
化
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
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奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
山
田
寺
出
土
建
築
部
材
集
成
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
史
料
、
第
四
〇
冊
、
真
陽
社
、
一
五
頁
、
一
九
九
五

農
商
務
省
山
林
局
『
漆
樹
及
漆
液
』、
東
京
國
文
社
、
一
九
〇
七

能
城
修
一
・
鈴
木
三
男
「
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
縄
文
時
代
前
期
の
森
林
資
源
利
用
」、
植
生
史
研
究
、
特
別
第
2
号
、
八
三
～

一
〇
〇
頁
、
二
〇
〇
六

能
城
修
一
・
鈴
木
三
男
・
網
谷
克
彦
「
鳥
浜
貝
塚
か
ら
出
土
し
た
木
製
品
の
樹
種
」、
鳥
浜
貝
塚
研
究
1
、
二
三
～
七
九
頁
、
一
九
九
六

樋
口
清
之
『
日
本
木
炭
史
』、
講
談
社
、
一
九
九
三

北
海
道
立
林
産
試
験
場
カ
ラ
マ
ツ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
編
『
カ
ラ
マ
ツ
活
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
北
海
道
立
林
産
試
験
場
、
二
〇
〇
五

屋
我
嗣
良
「
沖
縄
産
材
の
抗
蟻
性
に
つ
い
て（
第
１
報
）生
物
試
験
お
よ
び
抽
出
成
分
の
寄
与
」、
木
材
学
会
誌
16
、
二
一
三
～
二
一
八
頁
、
一
〇
七
〇

矢
田
貝
光
克
・
竹
下
隆
裕
・
小
林
隆
弘
『H

ausen

木
材
の
化
学
成
分
と
ア
レ
ル
ギ
ー
』、
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
一

山
口
和
穂
・
橋
本
光
司
「
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林（
ブ
ナ
科
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属
）」、
林
木
育
種
２
２
９
、三
一
～
三
四
頁
、
二
〇
〇
八

吉
田
成
章
「
研
究
者
が
取
り
組
ん
だ
マ
ツ
枯
れ
防
除
―
マ
ツ
材
線
虫
病
防
除
戦
略
の
提
案
と
そ
の
適
用
事
例
」、
日
林
誌
88
、
四
二
二
～
四
二
八
頁
、

二
〇
〇
六

Sosef, M
.S.M

, H
ong, L.T

., Praw
irohatm

odjo, S.: T
im

ber trees: lesser know
n species. Backhuys Publishers, 1998

T
om
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認
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お
わ
り
に

樹
木
を
資
源
と
し
て
捉
え
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
人
ば
か
り
で
な
く
、
旅
先
で
見
掛
け
た
り
何
か

の
記
念
に
植
え
た
り
し
た
思
い
入
れ
の
あ
る
立
木
、
あ
る
い
は
身
近
に
見
ら
れ
る
立
木
な
ど
へ
の
素
朴
な
関
心
か
ら
本
書
を
手

に
し
た
人
も
い
る
こ
と
と
思
う
。
そ
う
し
た
人
の
中
に
は
、
書
名
に
あ
る
有
用
樹
木
と
い
う
言
い
方
に
違
和
感
を
覚
え
る
向
き

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
樹
木
の
資
源
と
し
て
の
側
面
が
軽
視
さ
れ
が
ち
な
現
代
の
風
潮
か
ら
す
る
と
野
暮
っ
た
く

感
じ
ら
れ
る
有
用
樹
木
と
い
う
呼
称
を
敢
え
て
書
名
に
用
い
た
の
は
、
筆
者
ら
の
こ
だ
わ
り
で
も
あ
る
。

本
書
の
五
名
の
執
筆
陣
は
、
日
本
木
材
学
会
で
の
活
動
が
縁
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
日
本
木
材
学
会
は
、
木
材
や
林
産
物

の
基
礎
か
ら
実
用
ま
で
を
様
々
な
手
法
に
よ
り
研
究
し
て
い
る
専
門
家
の
集
ま
り
で
あ
る
。
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
は
多
様
で

あ
る
が
、
木
材
と
い
う
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
素
材
の
本
質
を
深
く
理
解
し
、
よ
り
有
効
且
つ
賢
明
に
活
用
す
る
途
を
開
く

こ
と
に
よ
り
、
石
油
資
源
へ
の
過
度
の
依
存
か
ら
脱
す
る
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
は
、
多
く
の
会
員
に
共

通
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
の
こ
と
を
述
べ
る
と
、
木
材
を
構
成
す
る
細
胞
の
微
細
構
造
と
機
能
に
関
す
る
基
礎
的
な

研
究
を
続
け
て
い
る
が
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
覗
く
た
び
に
そ
の
美
し
さ
と
精
妙
さ
に
は
心
打
た
れ
る
。

こ
の
木
材
お
よ
び
そ
れ
を
生
み
出
す
母
体
で
あ
る
樹
木
の
素
晴
ら
し
さ
、
な
か
で
も
有
用
資
源
と
し
て
の
無
類
の
特
長
を
少
し

で
も
読
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
想
か
ら
出
版
ま
で
、
ま
る
六
年
を
要
し
た
。
こ
れ
だ
け
時
間
を
要
し
た
の
は
、
試
作
原
稿
を
一
旦
集
約
し
て
か
ら

執
筆
者
間
で
入
念
に
相
互
査
読
な
ど
し
て
い
る
う
ち
に
、
当
初
の
方
針
を
再
三
に
わ
た
り
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
た
び

に
改
稿
作
業
に
時
間
を
費
や
し
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
写
真
の
準
備
も
骨
の
折
れ
る
作
業
で
あ
っ
た
。
じ
っ
と
動
か
な
い
樹
木
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の
写
真
な
ど
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
に
自
前
で
収
集
で
き
る
と
高
を
括
っ
て
い
た
の
だ
が
、
花
の
盛
り
や
落
葉
樹
の
芽
吹
き

な
ど
、
本
当
の
見
頃
は
ほ
ん
の
一
瞬
で
過
ぎ
て
し
ま
う
。
秋
の
実
り
に
は
豊
凶
が
あ
り
、
紅
葉
の
冴
え
も
年
に
よ
っ
て
ま
る
で

異
な
る
。
撮
り
頃
を
逸
し
て
し
ま
う
と
、
一
年
待
て
ば
容
易
に
撮
り
直
し
が
き
く
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
難
し
さ
が
あ
る

こ
と
を
身
に
し
み
て
学
ん
だ
六
年
間
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
遅
々
と
し
た
進
行
に
苦
心
す
る
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
厳
し
い
自
然
環
境
下
に
根
を
お
ろ
す
孤
立
木
の
凛
々
し

さ
、
巨
樹
が
発
す
る
神
々
し
さ
、
花
木
が
一
斉
に
咲
い
た
と
き
に
見
せ
る
絢
爛
さ
と
そ
の
後
の
は
か
な
さ
、
高
度
な
技
能
を
も

つ
職
人
の
手
に
よ
る
工
芸
作
品
の
精
緻
さ
や
手
触
り
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
執
筆
な
ら
び
に
写
真
収
集
の
活
動
な
く

し
て
実
感
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
感
覚
的
な
こ
と
は
、
も
と
よ
り
的
確
に
伝
え
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
も
し

本
書
の
記
述
を
読
ん
だ
り
写
真
を
眺
め
た
り
し
て
、
心
を
寄
せ
た
木
や
場
所
、
木
製
品
な
ど
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
ぜ
ひ
実
際
に

足
を
運
ん
で
見
た
り
、
実
物
に
触
れ
た
り
し
て
、
じ
か
に
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。　

本
書
の
執
筆
活
動
に
あ
た
っ
て
は
二
〇
〇
五
年
度
～
二
〇
〇
九
年
度
に
わ
た
り
京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
・
生
存
圏
デ
ー
タ

ベ
ー
ス（
材
鑑
調
査
室
）共
同
利
用
研
究
よ
り
助
成
を
受
け
た
。
こ
の
間
、
同
研
究
所
バ
イ
オ
マ
ス
形
態
情
報
分
野
教
授
・
杉
山

淳
司
氏
よ
り
多
く
の
支
援
を
賜
わ
り
、
同
研
究
室
秘
書
・
栗
原（
旧
姓　

青
木
）恵
子
氏
に
は
円
滑
な
進
行
の
た
め
に
ご
配
慮
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
紙
幅
の
都
合
で
お
名
前
を
列
挙
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
取
材
に
快
く
応
じ
て
耳
寄
り
な
お
話
し
を
聞

か
せ
て
い
だ
い
た
り
、
貴
重
な
写
真
の
提
供
を
快
諾
い
た
だ
い
た
り
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
最
後
に
、
本
書
の

執
筆
か
ら
出
版
ま
で
の
長
き
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
対
し
て
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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